
プランの位置づけ
・ ｢男共同参画基本১」峝｢高ੴ県男共同参画社会づくり捁｣に基づき策定。H13ফの策定ਰఋ、5ফ岾とに定。
・ 高ੴ県男共同参画掙進本会৮峝こ岰峋男共同参画会৮において進捗拻৶

(目標値)
・ ｢家族経営協定締結農家数｣

等目標達成したものもある一方、
市町村における計画策定や、
拥৮会等の৩男拧成比
等進捗が十分でないものがある。

(モニタリング指標)
・ ｢県職৩の育児೬業取੭૨｣

など経ফ৲をみる標
・ 43項目中23項目で進捗がみ

られるが、いずれも小幅な進捗

岽岰峋卂匩厗厴画プランの改定に峎いて

現プランの進捗状況
テーマ 推進方向 目標項目 目標値 H26末実績

１.ਔをえる
(1) 卂匩の勪を厭इる
(2) औऽकऽऩ場での勪を厭इる

○卂匩共同参画計画策定市町村の厎় 67.6% 55.8％
○勿厯৩の卂匩共同参画ଢ଼ఊ参匎所属数 全所属 109所属

２.場を広げる

(1) 策・方ଉৠ定厢ஙषの匩勯
参画の拡大

(2) 働く場を広げる
(3) ୠ・ଆ಼ীにउける卂匩

共同参画の推進

○勿のଟ議会等の卑৩ଡ成卂匩发 均衡 33.5%

○家族経営協定締結農家数 750叐 864叐

○農村匩勯জشॲش認定数 350人 308人

３.環境を整える

(1) 仕事と生活の調和
(2) 高齢者等が安心して暮らせる

環境の整備
(3) 生涯を通じたからだとこころ

の健康支援
(4) 匩勯にৌघるँらॅるചৡの

根絶

○次世代育成支援企業認証数 124社 122社
○乳児保育実施市町村数
○భশ保育実施か所数
○休日保育実施か所数
○病児・病後児保育実施か所数
○一時預かり事業実施か所数

全市町村
117か所
8か所
13か所
35か所

28市町村
105か所
3か所
8か所
36か所

○ଣୖ後児ญॡছঈ等実施校厾(小学校) 92% 90%
○子育て応援の店協賛事業所数 600 583

改定の基本的な考え方

1.｢卂匩厗厴画ভに関する県ড়勪৹匀(H26ফ২ৰ厇)｣結果の反映
・ 調査結果の分析から、より充実すべき取組を、｢検討視点①~⑤｣として拪৶

→ ４により改定~ڭ峎の崮嵤嵆岣勪峼厭える岤岣ৃ峼南岼る岤岣環境峼ତえる岤峙匂勸き崮嵤嵆と峁て勳定峁峎峎、次のگ

①੬ુのঋー५धなる੬等
पঢ়घるਔཟのੌ

平成27ফڵা
県ড়生活ҩ男共同参画挜

→ 卂匩厗厴画の勚り匢峩峙
一定の成果が認められる一方、
まだ道半ばの状況

卂匩匊ಉに関する勪ٳ ⇒ 勪改峙厝分に峙進峽でいない
・｢社会全体｣について66％が男性優遇と回答 ※前回64.9% 

（分析） （検討視点）

2.｢ৈ半県ま峋嵣峜と嵣峁岾とে匫়勛റ｣との連動
・ 合ਅറの基本目標گ「拊い世代の結婚・出産・子育てのൌ捬をかなえる、性の活ඩの場をఁ大する」の体な策を崿嵑嵛にનにਜ਼઼હけ

3.বの第４次卂匩厗厴画基本計画との৹匄
・ 都道府県は、国の計画を勘案して策定(男共同参画基本১)

पঢ়घるਔཟのੌ

② ੬ਙपधढての੬ુのੌ
(ੇহ･育ు･介護へのਸのਔཟ)

③ ൌघるਙへの就ௌ支援
（再就職支援・継続就業支援）

④ 企業等職場への働きかけ
(ਙః৷യਤؚӠҴҼ･ӛҶӐ･ӎӢӛӡӁ）

⑤ 子育て･介護しながら働き続けられる
環境の整備

4.匩勯卹ඩ進১峢のৌ応

｢第４次計画策定にあたっての基本的な考え方(素案)｣(H27.7.28内閣府公表)に記載の策定方針 ※特徴的なものの抜粋
① ｢卂勯র心ௌ働ຯষ等の厭と匩勯の活ඩ｣(শ時ௌ働のచ匬ऩनの働ऌ方匳、卂匩共同参画にঢ়घる卂勯の৶卆のയ進ऩन)を計画全体にわたる

横断的視点として冒頭に位置づけ
② 匩勯の活ඩ推進১のା実ऩ施ষととुに、औらに౷ा匸॒だএ४ॸॕঈ・॔ॡ३ঙথの実等を通じてா的ऩ匩勯఼৷・ః৷を進ीる
③ శ匁厶౻৷ௌ働者ृऱとりऩन、生活のにีりृघः匩勯が増匎してःるর、匩勯が安心して暮らせるたीの環境整備を進ीる

匩勯の厯ে卹に岴ける卹ඩの進に関する১ ※都道府県に関する規定の抜粋
① 事業主ষ動計画を策定(匩勯఼৷发厾ृଵ৶厯发厾ऩनのཔ・ীෲを౷ऽइ定的目標を設定)  ⇒ 総務部等で策定予定
② 施策の推進計画を策定 ※ৡଝ務 ⇒ 卂匩共同参画計画と一体的ऩ策定が參
③ 各支援措置の実施(相談・助言等、認定一般事業主等の受注の機会の増大、啓発活動、協議会の設置) ※ৡଝ務

・｢社会全体｣について66％が男性優遇と回答 ※前回64.9% 
・全国調査と比べ、男性優遇の回答割合が最も多い分野は「家庭生活」(全国43.2%､本県51.5%)

卂匩の叓厎分叕の৶୳と現ৰٳ ⇒ 匝হ嵣ుの分叕に峎いて৶୳と現ৰに࿒たりが峩られる
・৶挹として最も多い回答が｢共同で家計を支え、共同で家事・育児を分担｣の44.5% ※前回44.3%
・現実として最も多い回答が｢共同で家計を支え、主に妻が家事・育児を分担｣の40.7% ※前回35.0% 

匩勯の働き方の৶୳と現ৰٳ ⇒ ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞや希望に応じて、柔軟な働き方が選択できる環境が求められている
・結婚や出産等をਃに掴き方をえることが৶挹とい岰回答が全体の৺数をಚめている

৶୳的な匩勯の働き方ৰ現に厧勥な岽とٳ ⇒ 匩勯が働岹ための環境ତ厵が求められている
・家族や地域で最も多い回答は「男性が家事・育児・介護などに参加すること」の58.3%
・企業等職場で最も多い回答は｢仕事と家庭生活のয়に職場の৶ੰが੭られること」の51.9% 
・ষの取組で最も多い回答は「保育サービスが充実すること」の40.3%
(世代間の分析では高齢層になるほど｢介護サービスの充実」の割合が増加(20代:7.7%→50代:24.8%)

結婚や出産にかかわらずフルタイムで仕事を続ける（続けた） 32.9％ 40.7％

結婚や出産するまではフルタイムで、その後はパートで仕事を続ける（続けた） 18.7％ 12.2%

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったらフルタイムで仕事を続ける（続けた） 18.7％ 9.3%

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったらパートで仕事を続ける（続けた） 12.0% 16.4％

(৶挹) (現実)

49.4%
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